






要約:出生前診断により発見された尿路異常の周産期管理を知るために,自験例 35 例を検

討した。泌尿器科的処置を要したのは水腎症の 3/12例,多嚢腎の 2/7 例,巨大尿管 2/4 例な

どであった。各疾患の周産期管理は画一的ではなく,個々の病態と全身状態をもとに決定さ

れるもので,保存的治療の際にも尿路系全体の動態の把握が必要である。新生児期の尿ドレ

ナージには尿道留置カテーテルが最も多く用いられるが,その限界と上部尿路変更術の適

応も心得ておく必要がある。 


